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一
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各
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野
の
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一
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廣
池
の
事
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に
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る
研
究

（
二
）
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池
提
唱
の
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概
念
の
研
究

（
三
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
一
環
で

（
四
）
諸
専
門
領
域
へ
の
位
置
づ
け

（
五
）
神
道

二
、
時
代
区
分
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に 

拙
稿
「
廣
池
千
九
郎
を
め
ぐ
る
神
道
学
的
研
究
緒
論
（
二
）
―
研
究
史

前
篇
―
」

（
１
）（
以
下
「
前
篇
」
と
略
す
）
で
は
、
廣
池
千
九
郎
に
関
す
る
研

究
史
を
、
神
道
の
分
野
に
限
ら
ず
、
研
究
の
発
生
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で

時
代
順
に
概
観
し
て
そ
の
蓄
積
と
展
開
を
跡
づ
け
た
。
続
い
て
本
稿
「
研

究
史
後
篇
」
で
は
、「
前
篇
」
で
取
り
上
げ
た
諸
文
献
に
雑
誌
論
文
等
を

加
え
て
研
究
の
分
類
を
試
み
、「
神
道
」
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎
研
究
の

現
況
を
把
握
す
る
。

研
究
領
域
を
鑑
み
て
分
類
は
四
種
類
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
細
目
を
設

け
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
課
題

が
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
分
類
は
次
の
と
お
り
、

① 

廣
池
の
事
跡
に
関
す
る
研
究

② 
廣
池
提
唱
の
諸
概
念
の
研
究

③ 
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
一
環
で

④ 
諸
専
門
領
域
へ
の
位
置
づ
け

以
上
の
四
種
類
と
す
る
。

廣
池
千
九
郎
を
め
ぐ
る
神
道
学
的
研
究
緒
論
（
三
）

―
研
究
史
後
篇

―

橋
本　

富
太
郎
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第
一
章
で
は
、
こ
の
分
類
に
従
い
研
究
史
を
整
理
し
、
最
後
に
「
神

道
」
に
関
連
す
る
研
究
を
検
討
す
る
。
第
二
章
で
は
、
廣
池
千
九
郎
研
究

に
お
い
て
不
可
欠
な
「
時
代
区
分
」
を
振
り
返
り
、
そ
の
長
所
・
短
所
を

考
察
す
る
。
そ
し
て
、
お
わ
り
に
、
課
題
を
指
摘
す
る
と
い
う
構
成
で
あ

る
。な

お
、
前
稿
同
様
、「
廣
池
」
と
「
広
池
」
の
書
体
の
相
違
は
原
文
の

表
記
に
よ
る
。
敬
称
お
よ
び
敬
語
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
、
各
分
野
の
研
究
成
果

（
一
）
廣
池
の
事
跡
に
関
す
る
研
究

道
徳
科
学
の
学
習
に
お
い
て
は
、「
廣
池
の
事
跡
」
は
道
徳
実
行
上
の

指
標
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
廣
池
は
晩
年
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

私
の
最
高
道
徳
の
実
行
の
事
蹟
と
云
ふ
も
の
を
知
ら
ね
ば
真
の
最
高

道
徳
と
か
、
或
は
真
の
道
徳
科
学
と
云
ふ
も
の
は
解
ら
ぬ
の
で
あ
り

ま
す
。
即
ち
此
道
徳
科
学
の
教
は
言
論
の
教
へ
で
な
く
実
行
の
教
へ

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
矢
張
り
之
を
実
行
し
た
私
の
精
神
と
行
為
即
ち

私
の
道
徳
的
事
蹟
そ
の
も
の
が
道
徳
科
学
の
生
命
で
あ
る
の
で
す
。

（『
予
の
過
去
五
十
七
年
間
に
於
け
る
皇
室
奉
仕
の
事
蹟
』
昭
和
十
六
年
、
四
頁
）

ま
た
、「
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
と
最
高
道
徳
と
は
余
の
実
行
せ
る
生
命
あ
る
科

学
と
道
徳
と
也
」（「
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
の
重
要
原
理
よ
り
労
使
両
階
級
の
自
覚
と
心
得

と
を
説
明
す
」
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
一
日
）
と
い
う
記
述
も
あ
り
、『
道
徳
科

学
の
論
文
』
に
も
「
本
書
に
述
ぶ
る
所
の
最
高
道
徳
は
、
悉
く
私
の
過
去

に
於
て
実
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
所
の
事
」（
第
一
緒
言
第
五
条
）
と
も
い

い（
２
）、

廣
池
の
事
跡
を
知
る
こ
と
は
道
徳
科
学
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意

味
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
廣
池
千
九
郎
研
究
の
草
創
期
は
こ
の
事
跡

研
究
が
中
心
で
あ
り
、
質
・
量
と
も
に
充
実
し
て
い
る
。
学
術
書
で
は
な

い
が
、
中
田
中
や
香
川
景
三
郎
、
松
浦
香
ら
廣
池
の
高
弟
た
ち
、
お
よ
び

廣
池
千
英
や
廣
池
富
ら
親
族
ら
に
よ
る
著
述
の
多
く
は
、
早
く
か
ら
長
年

に
わ
た
り
廣
池
の
事
跡
を
記
録
し
、
そ
こ
か
ら
道
徳
的
要
素
を
学
ぶ
も
の

で
あ
っ
た（

３
）。

昭
和
六
十
年
か
ら
の
『
廣
池
千
九
郎
日
記
』
全
六
冊
（
広
池
学
園
出
版

部
）
の
刊
行
も
こ
の
よ
う
な
事
跡
研
究
の
線
上
に
あ
る
。
刊
行
の
経
緯
や

意
味
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
澤
俊
夫
の
「『
廣
池
千
九
郎
日
記
』
刊
行
の

意
義
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
所
報
』
昭
和
六
十
年
十
月
号
（
４
））
に
詳
し
い
が
、
そ

こ
に
も
引
用
す
る
廣
池
の
教
訓
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

モ
ラ
ロ
ヂ
ー
の
実
質
た
る
伝
統
の
原
理
な
る
も
の
は
、
第
一
は
モ
ラ

ロ
ヂ
ー
の
創
立
者
た
る
予
の
積
年
の
実
行
そ
の
も
の
で
あ
る
。
第
二

は
予
の
実
行
を
述
べ
て
あ
る
と
こ
ろ
の
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
の
原
典
で
あ

る
。
第
三
は
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
を
世
界
の
人
々
に
誤
り
な
く
実
行
さ
せ
よ

う
と
し
て
発
せ
し
と
こ
ろ
の
教
訓
、
訓
示
、
達
示
、
教
育
集
で
あ

る
。
今
後
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
を
実
行
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
こ
の
三
つ
の

標
準
を
標
準
と
し
て
進
ん
で
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。（
廣
池
千
英

『
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
重
要
教
訓
集
』
第
一
輯
、
道
徳
科
学
研
究
所
、
一
四
頁
。
モ
ラ
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ロ
ジ
ー
研
究
所
編
刊
『
教
訓
抄
』
平
成
八
年
、
七
五
・
七
六
頁
収
録
）

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
説
く
最
高
道
徳
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
者
の
「
標
準
」

の
う
ち
、「
原
典
」
や
「
教
訓
」
よ
り
も
重
視
す
べ
き
第
一
の
標
準
が
、

廣
池
の
実
行
そ
の
も
の
と
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
同
『
日
記
』
は
、
廣
池
の

日
々
の
行
動
に
加
え
、
魂
の
省
察
と
い
う
べ
き
精
神
の
自
画
像
が
描
き
出

さ
れ
て
お
り
、
廣
池
研
究
の
基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
表
を

兼
ね
た
詳
細
な
索
引
を
備
え
て
お
り
、
廣
池
に
よ
り
案
出
さ
れ
た
概
念
と

事
跡
と
の
結
び
つ
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
冊
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
所
編
『
廣
池
千
九
郎
日
記 
用
語
解
説
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
平
成
六

年
）
は
、
多
く
の
関
係
者
の
略
歴
や
難
解
な
用
語
の
解
説
が
豊
富
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
現
時
点
に
お
け
る
も
っ
と
も
詳
細
な
「
廣
池
千
九
郎
辞

典
」
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
こ
れ
よ
り
事
跡
研
究
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
い
く
。

① 

事
跡
の
通
史
的
お
よ
び
時
代
別
研
究

浅
野
栄
一
郎
の
一
連
の
研
究
は
、
廣
池
の
人
生
全
般
に
わ
た
り
、
他
に

先
駆
け
て
廣
池
の
著
述
や
文
書
を
多
用
す
る
書
誌
学
的
研
究
に
特
色
が

あ
っ
た
。『
広
池
博
士
の
資
料
研
究
―
主
と
し
て
京
都
時
代
―
』（
広
池
学
園
事

業
部
、
昭
和
四
十
六
年
）、『
広
池
博
士
の
資
料
研
究
―
中
津
時
代
―
』（
同
、

昭
和
五
十
四
年
）
の
ほ
か
い
く
つ
か
稿
本（

５
）も

あ
る
。

廣
池
の
事
跡
に
お
け
る
新
資
料
の
発
掘
と
意
味
づ
け
に
お
い
て
も
、
や

は
り
井
出
元
が
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
。
廣
池
の
人
生
全
般
を
扱
う
も
の

で
は
「
広
池
千
九
郎
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
―
学
究
と
求
道
―
」

（
６
）

（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
』
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）、「
祖
述
と
更
生
」（
同
、
六
十
一
号
、
平
成

二
十
年
）
が
あ
る（

７
）。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
事
跡
研
究
で
は
、
近
代
史
家
の
櫻
井
良
樹

に
よ
る
歴
史
学
的
専
門
性
の
高
い
研
究
が
、
周
辺
事
情
の
把
握
や
時
代
に

お
け
る
位
置
づ
け
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
と
い
え
る
。
櫻
井
の
論
考
は
、

「
自
由
民
権
運
動
期
の
広
池
千
九
郎
―
義
挙
・
挫
折
・
展
開
・
麗
澤
館
退
塾
を

め
ぐ
っ
て
―
」（
同
、
二
十
号
、
昭
和
六
十
一
年
）
に
は
じ
ま
り
、「
明
治
末
期

の
社
会
・
天
理
教
・
広
池
千
九
郎
―
天
理
教
入
信
の
社
会
的
背
景
―
」（
同
、

二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）、「
国
民
道
徳
運
動
推
進
者
と
し
て
の
広
池
千

九
郎
―
斯
道
会
に
お
け
る
活
動
―
」（
同
、
二
十
八
号
、
平
成
元
年
）、「
第
一
次

世
界
大
戦
期
に
お
け
る
天
理
教
団
と
広
池
千
九
郎
」（
同
、
三
十
五
号
、
平

成
四
年
）、「
大
正
時
代
中
期
の
天
理
教
と
広
池
千
九
郎
―
天
理
教
の
教
勢
発

展
と
関
連
し
て
―
」（
同
、
四
十
号
、
平
成
六
年
）、「
大
正
時
代
末
期
の
天
理

教
団
と
広
池
千
九
郎
―
天
理
教
団
か
ら
の
離
脱
―
」（
同
、
四
十
一
号
、
平
成
七

年
）
と
続
い
た
。

土
屋
武
夫
の
「
廣
池
千
九
郎
と
明
治
大
正
期
の
労
働
問
題
」（
同
、
五
十

八
号
、
平
成
十
八
年
）
は
労
働
問
題
を
中
心
に
そ
の
時
代
に
お
け
る
廣
池
の

存
在
を
と
ら
え
て
お
り
、
少
し
時
代
が
下
る
と
、
山
田
順
「
大
正
後
期
・

昭
和
初
期
に
お
け
る
広
池
千
九
郎
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
普
及
活
動
」（
同
、
二
十

五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
の
よ
う
に
焦
点
が
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
中
心
と
す
る
事

跡
研
究
と
な
る
。
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明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
廣
池
の
精
神
の
動
き
や
修
養
に
関
す
る
研
究

は
、
立
木
教
夫
が
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
。「
広
池
千
九
郎
博
士
と
矢
納

幸
吉
会
長
―
出
会
い
の
前
後
の
事
蹟
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
―
」（
同
、
四
十
号
、

平
成
六
年
）、「『
知
識
』
と
『
信
仰
』
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
―
明
治
四

十
四
年
に
お
け
る
天
理
教
教
理
研
究
に
基
づ
く
実
地
教
育
の
事
蹟
―
」（
同
、
四
十

七
号
、
平
成
十
二
年
）、「
廣
池
千
九
郎
と
天
理
教
本
島
支
教
会
」（
一
）
〜

（
五
）（
同
、
五
十
六
号
、
平
成
十
七
年
／
五
十
八
号
、
平
成
十
八
年
／
五
十
九
号
、

平
成
十
九
年
／
六
十
七
号
、
平
成
二
十
三
年
／
六
十
八
号
、
平
成
二
十
三
年
）
等
。

立
木
の
も
と
も
と
の
専
門
は
自
然
科
学
だ
が
、
そ
の
一
方
で
下
程
勇
吉
の

人
間
学
に
学
び（

８
）、

廣
池
の
人
物
研
究
に
も
継
続
的
に
業
績
を
上
げ
て
い
る
。

大
正
期
の
廣
池
の
精
神
史
を
扱
う
も
の
は
さ
ら
に
、
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
フ

の
「‘I had prom

ised G
od

…’: C
hikuro H

iroike and the Practice of 

Vow
s

」（
同
、
六
十
五
号
、
平
成
二
十
二
年
）
や
諏
訪
内
敬
司
「
広
池
千
九
郎

が
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
学
ん
だ
も
の
」（
同
、
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
な
ど

が
あ
り
、
少
し
時
代
の
範
囲
を
広
げ
る
と
、
徳
田
佐
太
郎
「
廣
池
千
九
郎

の
安
心
立
命
（
法
学
博
士
、
１
９
０
９
―

１
９
３
８
年
を
中
心
と
し
て
）」（
同
、

四
十
七
号
、
平
成
十
二
年
）
や
、
栗
原
英
二
「
予
ノ
心
動
カ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
」

（
同
、
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
（
９
））

等
の
論
考
が
あ
る
。

② 

他
者
と
の
交
流
を
と
お
し
て

廣
池
に
お
け
る
師
弟
関
係
や
交
友
関
係
か
ら
廣
池
の
事
跡
を
探
り
、
思

想
を
分
析
す
る
研
究
に
も
顕
著
な
業
績
が
あ
る
。「
前
篇
」
で
触
れ
た

『
日
本
の
近
代
化
と
精
神
的
伝
統
』（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
、
広
池
学
園
出
版

部
、
昭
和
六
十
年
）
の
「
広
池
千
九
郎
の
最
高
道
徳
圏
」
で
挙
が
る
人
物
の

大
半
に
は
こ
の
視
点
が
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
新
渡
戸
稲
造
を
書

き
、
後
年
さ
ら
に
新
渡
戸
研
究
を
進
め
る
諏
訪
内
敬
司
は
、「（
研
究
ノ
ー

ト
）
広
池
千
九
郎
と
新
渡
戸
稲
造
の
交
流
関
係
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
十

九
号
、
昭
和
六
十
年
）
で
も
新
渡
戸
と
廣
池
と
の
交
流
と
比
較
に
よ
っ
て
廣

池
の
事
跡
を
捉
え
て
い
た
。
中
野
千
秋
の
「
広
池
千
九
郎
と
中
野
金
次

郎
」（
同
、
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
は
、
廣
池
に
よ
る
経
営
指
導
と
中

野
の
事
業
展
開
か
ら
廣
池
の
道
経
一
体
思
想
を
分
析
し
て
い
る
。
白
石

（
山
﨑
）
成
子
の
「（
研
究
ノ
ー
ト
）
白
鳥
庫
吉
と
廣
池
千
九
郎
―
信
仰
と
歴

史
研
究
に
お
け
る
共
通
点
―
」（
同
、
五
十
九
号
、
平
成
十
九
年
）
は
、
廣
池
の

学
友
で
専
門
・
年
齢
も
近
く
、
学
問
的
交
友
が
深
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
白
鳥
庫
吉
と
の
関
係
史
を

開
拓
し
た
も
の
だ
っ
た
。
水
野
治
太
郎
「
穂
積
陳
重
『
法
律
進
化
論
』
と

廣
池
千
九
郎
『
道
徳
進
化
論
』―『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
』
ノ
ー
ト
（
そ
の
２
）

―
」（『
麗
沢
大
学
紀
要
』
八
十
二
号
、
平
成
十
八
年
）
は
、「
前
篇
」
で
述
べ
た

『「
経
国
済
民
」
の
学
』（
麗
澤
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十
年
）
の
内
容
と
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
穂
積
か
ら
廣
池
へ
の
研
究
の
立
場
・
方
法
の
継
受

を
明
ら
か
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
前
史
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
労

作
で
あ
っ
た
。

欠
端
實
に
は
、
廣
池
と
国
学
者
た
ち
と
の
交
流
に
関
す
る
顕
著
な
研
究

成
果
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
の
ち
に
「
神
道
」
の
と
こ
ろ
で
触



33 廣池千九郎をめぐる神道学的研究緒論（三）

れ
る
。

③ 
研
究
活
動
に
関
す
る
研
究

次
に
、
廣
池
自
身
に
よ
る
研
究
活
動
に
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
た
研
究
を
見
て
み
よ
う
。
井
出
元
に
よ
る
最
初
期
に
お
け
る
廣

池
研
究
は
、「
広
池
千
九
郎
に
お
け
る
東
洋
思
想
史
研
究
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
』
十
号
、
昭
和
五
十
六
年
）
で
あ
っ
た
。
水
野
治
太
郎
に
は
昭
和
四
十

一
年
、「
前
篇
」
既
出
の
『
広
池
千
九
郎
博
士
生
誕
百
年
記
念
論
文
集
』

（
昭
和
四
十
一
年
）
に
早
く
も
「
広
池
千
九
郎
博
士
の
科
学
思
想
―
学
問
観
と

方
法
の
特
色
―
」
が
あ
り
、「
広
池
千
九
郎
の
法
、
言
語
、
道
徳
の
世
界
―

比
較
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
十
五
号
、
昭
和
五
十
八
年
）

な
ど
へ
展
開
し
て
い
る
。
所
功
も
「〔
覚
書
〕『
歴
代
御
傳
』
の
構
想
と
稿

本
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
十
号
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
お
い
て
廣
池
の
研
究
方

法
・
観
点
に
注
目
し
て
い
た
。

廣
池
の
自
然
科
学
に
関
す
る
研
究
活
動
を
と
ら
え
た
研
究
も
充
実
し
て

い
る
。
廣
池
は
福
澤
諭
吉
の
創
設
に
よ
る
洋
学
校
・
中
津
市
学
校
に
学
ん

だ
時
期
が
あ
る
こ
と
か
ら
科
学
技
術
に
は
少
年
時
代
か
ら
親
し
み
が
あ
っ

た
。
後
年
、
穂
積
陳
重
よ
り
「
法
律
学
を
科
学
的
に
造
り
上
ぐ
る
に
は
、

自
然
科
学
の
力
に
待
た
ね
ば
為
ら
ぬ
事
が
多
い
」（
前
掲
『
予
の
過
去
五
十
七

年
間
に
於
け
る
皇
室
奉
仕
の
事
蹟
』
一
七
頁
）
と
の
指
導
を
受
け
て
、
い
よ
い

よ
本
格
的
に
自
然
科
学
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

立
木
教
夫
に
は
「
広
池
千
九
郎
の
『
精
神
作
用
論
』
に
関
す
る
一
考
察

―
現
代
の
『
心
―
身
・
心
―
脳
理
論
』
と
の
関
係
に
お
い
て
―
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
』
二
十
七
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
を
は
じ
め
、「
広
池
千
九
郎
の
遺
伝
学

受
容
に
関
す
る
一
考
察
―
な
ぜ
広
池
は
遺
伝
学
に
注
目
し
た
の
か
―
」（
同
、
三

十
八
号
、
平
成
五
年
）
や
、
自
然
科
学
へ
の
接
近
に
注
目
し
た
「（
研
究
ノ
ー

ト
）
廣
池
千
九
郎
、
実
験
心
理
学
を
学
ぶ
―
元
良
勇
次
郎
、
松
本
亦
太
郎
に

連
な
る
心
理
学
者
た
ち
と
の
交
流
―
」（
同
、
七
十
二
号
、
平
成
二
十
六
年
）
も

あ
る
。

ほ
か
に
も
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
タ
ッ
ブ
ズ
（
竹
内
啓
二
訳
）「
科
学
者
と
し

て
の
広
池
千
九
郎
の
貢
献
―
過
去
と
現
代
に
お
け
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
心
理
学
的

基
盤
―
」（
同
、
二
十
七
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
や
川
上
晃
弘
「（
研
究
ノ
ー
ト
）

廣
池
千
九
郎
の
進
化
論
解
釈
に
関
す
る
一
考
察
」（
同
、
四
十
九
号
、
平
成
十

三
年
）
等
が
見
出
さ
れ
る
。

『
道
徳
科
学
の
論
文
』
を
軸
と
し
た
、
大
塚
真
三
「
広
池
千
九
郎
博
士

に
お
け
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
発
想
と
展
開
―『
道
徳
科
学
の
論
文
を
中
心
と
し
て
』

―
」（
同
、
二
十
六
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
と
、
同
書
の
一
節
に
着
目
し
た
、

松
田
和
夫
「『
陰
陽
併
蔵
気
不
定
』
考
―
広
池
千
九
郎
博
士
と
滕
惟
寅
の
解
釈

を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
麗
澤
大
学
紀
要
』
二
十
三
号
、
昭
和
五
十
二
年
）
も
廣
池
自

身
の
研
究
活
動
に
注
目
し
た
研
究
と
い
え
る
。

廣
池
は
、
言
語
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
時
代
を
画
す
る
業
績
を
上

げ
て
お
り
、
と
り
わ
け
漢
文
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
著
『
支
那
文
典
』
が

漢
文
の
文
法
を
は
じ
め
て
体
系
化
し
た
書
と
し
て
歴
史
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
の
は
、「
前
篇
」
で
詳
述
し
た
『
生
誕
百
年 

廣
池
博
士
記
念
論
集
』（
昭
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和
四
十
二
年
・
以
下
『
記
念
論
集
』
と
略
す
）
に
お
け
る
、
牛
島
徳
治
「『
増
訂

支
那
文
典
』
の
意
義
に
つ
い
て
」
に
説
か
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の

後
、
廣
池
に
お
け
る
言
語
を
め
ぐ
る
研
究
は
下
火
に
な
っ
て
い
た
が
、
近

年
、
梅
田
博
之
「
廣
池
千
九
郎
博
士
の
『
吏
道
』
研
究
」（『
言
語
と
文
明
』

十
一
号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
よ
っ
て
そ
の
朝
鮮
語
研
究
が
新
た
に
注

目
さ
れ
て
い
る
。

法
制
史
に
つ
い
て
は
、「
前
篇
」
に
整
理
し
た
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
が
、
そ
の
ほ
か
で
は
利
光
三
津
夫
「
広
池
博
士
と
日
本
法
の
研

究
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
二
号
、
昭
和
四
十
九
年
）
や
、
廣
池
の
研
究
方
法

や
研
究
歴
の
中
に
『
東
洋
法
制
史
序
論
』
を
改
め
て
位
置
づ
け
た
松
村
健

一
の
「『
東
洋
法
制
史
』
の
位
置
づ
け
と
そ
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
（
同
、
四
十
四
号
、
平
成
九
年
）
が
あ
り
、
廣
池
の

主
張
点
に
は
あ
ま
り
詳
し
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
大
石
義
雄
「
広
池
博
士

の
『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
に
つ
い
て
」（『
社
会
教
育
資
料
』
五
十
号
、
昭
和
四

十
二
年
）
も
廣
池
の
法
制
史
の
中
に
挙
げ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
廣
池
提
唱
の
諸
概
念
の
研
究

廣
池
は
道
徳
科
学
の
体
系
化
の
過
程
で
、
最
高
道
徳
の
内
容
を
五
つ
の

原
理）

10
（

と
百
数
十
箇
条
に
お
よ
ぶ
格
言）

11
（

に
よ
っ
て
表
し
た
。
こ
う
し
た
一
つ

一
つ
の
概
念
の
形
成
過
程
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
廣
池
千
九
郎
研
究
の
重
要

な
地
位
を
占
め
、
井
出
元
の
研
究
の
多
く
も
こ
の
観
点
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
井
出
の
論
考
は
「
広
池
千
九
郎
の
義
務
先
行
説
の
形
成
」（『
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
』
十
二
号
、
昭
和
五
十
七
年
）、「『
伝
統
の
原
理
』
の
形
成
―
広
池
千

九
郎
の
生
涯
と
伝
統
尊
重
の
精
神
の
深
化
―
」（
同
、
二
十
号
、
昭
和
六
十
一
年
）、

「『
神
の
原
理
』
の
形
成
―
広
池
千
九
郎
に
お
け
る
信
仰
と
道
徳
―
」（
同
、
二
十

二
号
、
昭
和
六
十
二
年
）、「
広
池
千
九
郎
研
究
―
『
最
高
道
徳
の
格
言
』
研
究
序

説
―
」（
同
、
三
十
号
、
平
成
二
年
）、「
広
池
千
九
郎
研
究
―
最
高
道
徳
の
格
言

の
研
究
（
２
）
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
―
」（
同
、
三
十
四
号
、
平
成
三
年
）、「
最
高

道
徳
の
格
言
の
研
究
（
３
）
道
徳
実
行
の
原
動
力
―
篤
く
大
恩
を
念
い
て
大

孝
を
申
ぶ
―
」（
同
、
三
十
六
号
、
平
成
四
年
）、「『
伝
統
の
原
理
』
の
展
開
―

広
池
千
九
郎
晩
年
の
思
想
―
」（
同
、
四
十
号
、
平
成
六
年
）
と
続
く
。

水
野
治
太
郎
に
も
「『
義
務
先
行
の
原
理
』
の
社
会
思
想
史
的
意
義
」

（
同
、
十
二
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
が
あ
り
、
美
和
信
夫
「
広
池
千
九
郎
の
格

言
『
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
』
の
形
成
過
程
に
関
す
る
考
察
」（
同
、
二
十
五

号
、
昭
和
六
十
三
年
）
や
永
安
幸
正
「
広
池
千
九
郎
と
最
高
道
徳
の
構
造
―

人
心
開
発
救
済
論
の
視
座
か
ら
―
」（
同
、
二
十
六
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
な
ど
も

格
言
を
軸
に
し
た
研
究
と
い
え
る
。

「
神
の
原
理
」
は
、
上
記
の
井
出
の
研
究
の
ほ
か
に
、「
前
篇
」
に
挙
げ

た
下
程
勇
吉
の
「
神
の
原
理
」（『
廣
池
千
九
郎
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
』
平
成
元
年
）

も
あ
る
が
、
玉
井
哲
「
廣
池
千
九
郎
と
神
―
廣
池
に
お
け
る
実
存
と
超
越

―
」（
同
、
四
十
五
号
、
平
成
十
一
年
）
は
廣
池
の
存
在
根
拠
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
い
う
観
点
か
ら
「
神
の
原
理
」
を
捉
え
る
試
み
で
あ
っ
た
。
望
月

幸
義
の
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
神
に
つ
い
て
」（
同
、
三
十
四
号
、
平
成
三
年
）

も
、「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
廣
池
に
よ
る
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「
神
の
原
理
」
の
考
察
で
あ
る
。

五
大
原
理
や
格
言
以
外
に
も
、
廣
池
を
特
徴
づ
け
る
概
念
が
い
く
つ
か

あ
る
。
そ
の
主
た
る
も
の
の
「
誠）

12
（

」
に
つ
い
て
は
、
欠
端
實
「『
誠
』
の

最
高
道
徳
的
展
開
と
し
て
の
代
受
苦
的
礼
拝
―
広
池
千
九
郎
の
最
高
道
徳
的

救
済
の
研
究
（
１
）
―
」（
同
、
三
十
号
、
平
成
二
年
）
が
あ
り
、「
因
果
律）

13
（

」

に
つ
い
て
は
、
中
野
千
秋
「
広
池
千
九
郎
の
企
業
因
果
律
思
想
―
企
業
因

果
律
の
社
会
科
学
的
実
証
研
究
の
可
能
性
を
探
る
―
」（
同
、
四
十
一
号
、
平
成
七

年
）
お
よ
び
、
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
フ
「C

hikuro H
iroike and the N

ature 

of M
oral C

ausality

」（
同
、
五
十
九
号
、
平
成
十
九
年
）
が
あ
る
。

も
う
一
つ
、「
前
篇
」
の
『
道
徳
・
教
育
・
経
済
』（
昭
和
五
十
八
年
）
に

お
け
る
目
黒
章
布
「
広
池
博
士
の
自
然
観
」
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
が
、
廣

池
の
道
徳
思
想
を
表
す
重
要
な
概
念
に
、「
自
然
の
法
則）

14
（

」
が
あ
る
。
立

木
は
、
廣
池
の
人
生
を
貫
く
も
の
は
「『
自
然
の
法
則
』
の
探
求
」
で

あ
っ
た
と
設
定
し
、
そ
の
観
点
か
ら
人
生
を
俯
瞰
し
た
、「
廣
池
千
九
郎

博
士
が
と
ら
え
た
『
自
然
の
法
則
』
―
『
自
然
』
と
道
徳
は
い
か
に
か
か
わ
っ

て
い
る
か
―
」（『
比
較
文
明
研
究
』
一
号
、
平
成
八
年
）
を
著
わ
し
、
こ
の
研

究
を
さ
ら
に
進
め
て
「
廣
池
千
九
郎
博
士
の
道
徳
思
想
の
形
―
『
自
然
の

法
則
』
と
い
う
言
葉
の
比
較
構
造
分
析
を
通
し
て
―
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
四
十

六
号
、
平
成
十
一
年
）
で
は
、
廣
池
の
人
生
に
通
ず
る
同
類
性
を
確
定
し
、

「
自
然
の
法
則
」
の
内
容
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
こ
の
語
の
構

造
比
較
に
よ
っ
て
、「
自
然
の
法
則
」
は
遅
く
と
も
『
東
洋
法
制
史
序

論
』
執
筆
の
頃
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
岩
佐
信
道
の

「J. Lauw
erys 

のcosm
ic m

odesty 

の
考
え
方
と
廣
池
千
九
郎
の
宇
宙

自
然
の
法
則
」（『
言
語
と
文
明
』
十
号
、
平
成
二
十
四
年
）
も
、「
廣
池
は
、

宇
宙
自
然
の
法
則
と
は
何
か
を
生
涯
を
か
け
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
い
い
、「
自
然
の
法
則
」
研
究
に
加
え
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
岩
佐
は
「
相
互
依
存
」
を
テ
ー
マ
に
長
年
「
自
然
の

法
則
」
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

（
三
） 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
一
環
で

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
学
問
体
系
を
対
象
と
す
る
研
究
に
お
い
て
、

廣
池
に
言
及
す
る
ケ
ー
ス
は
提
唱
者
で
あ
る
の
だ
か
ら
当
然
多
く
、
そ
の

中
の
個
々
の
論
点
に
至
っ
て
は
と
て
も
拾
い
切
れ
な
い
量
に
な
る
。「
前

篇
」
に
掲
げ
た
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
創
建
五
十
年
記
念 

学
術
論
文
集
』（
昭
和

五
十
一
年
）
や
『
廣
池
千
九
郎
没
後
五
十
年
記
念
論
集 

廣
池
千
九
郎
と
モ

ラ
ロ
ジ
ー
』（
平
成
元
年
）
収
録
の
論
文
の
多
く
も
こ
こ
に
含
ま
れ
よ
う
。

そ
こ
で
こ
の
場
で
は
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
全
般
に
関
係
す
る
も
の
を
中
心
に
列

挙
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

水
野
治
太
郎
は
、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
の
創
刊
と
と
も
に
「（
研
究

ノ
ー
ト
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
同
、
一
号
、
昭
和
四
十
八
年
）

を
著
わ
し
、
廣
池
の
道
徳
思
想
そ
の
も
の
と
も
い
え
る
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
研

究
状
況
を
分
析
し
て
い
た）

15
（

。
さ
ら
に
研
究
の
可
能
性
に
ま
で
論
を
進
め

「
新
科
学
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
使
命
―
近
代
文
明
の
克
服
―
」（
同
、
四
号
、
昭
和
五

十
一
年
）
を
著
わ
し
、『
道
徳
・
教
育
・
経
済
』（
昭
和
五
十
八
年
）
所
収
の
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「
道
徳
哲
学
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」
で
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ
教
育
に
お
け

る
道
徳
哲
学
と
の
比
較
に
ま
で
展
開
し
て
い
た
。

ジ
ョ
セ
フ
・
Ａ
・
ラ
ワ
リ
ー
ズ
・
谷
口
茂
（
訳
）「
科
学
・
道
徳
・
モ

ラ
ロ
ジ
ー
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
四
号
、
昭
和
五
十
一
年
）
は
廣
池
千
九
郎

の
道
徳
論
に
お
け
る
科
学
的
研
究
方
法
に
注
目
し
た
論
考
と
も
い
え
る
。

ラ
ワ
リ
ー
ズ
に
よ
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
川
窪
啓
資
の
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の

国
際
化
の
た
め
に
―
ラ
ワ
リ
ー
ズ
博
士
の
国
家
伝
統
に
関
す
る
御
提
案
に
対
す
る

管
見
―
」（
同
、
八
号
、
昭
和
五
十
四
年
）
に
よ
っ
て
よ
り
深
め
ら
れ
た
。
川

窪
に
は
、
従
来
の
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
の
相
違
点
を
検

討
し
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
特
質
を
明
示
し
た
「
西
欧
の
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン

ス
の
系
譜
か
ら
見
た
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
破
天
荒
性
」（『
比
較
文
明
研
究
』
第
十

六
号
、
平
成
二
十
三
年
）
も
あ
る
。
下
程
勇
吉
に
は
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
現
代

的
意
義
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
五
号
、
昭
和
五
十
二
年
）
が
あ
り
、
細
川
幹

夫
も
教
育
学
の
観
点
か
ら
「『
生
涯
教
育
論
』
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」（
同
、
昭

和
五
十
二
年
）
に
お
い
て
、
廣
池
の
学
説
の
現
代
に
お
け
る
教
育
的
有
用

性
を
説
い
て
い
る
。

望
月
幸
義
は
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
は
何
か
」（
同
、
二
十
二
号
、
昭
和
六
十
二

年
）
と
い
う
論
題
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
の
現
状
と
課
題
を
真
正
面
か
ら
論

じ
て
い
る
。
阿
南
成
一
の
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
現
代
自
然
法
論
」（
同
、
六

号
、
昭
和
五
十
二
年
）
も
、
法
と
哲
学
、
宗
教
の
観
点
を
加
味
し
な
が
ら
モ

ラ
ロ
ジ
ー
に
包
括
的
な
検
討
を
加
え
た
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
中
心
的
テ
ー
マ
で
あ
る
「
最
高
道
徳
」
に
つ
い
て
、
宗

武
志
は
「
聖
人
の
伝
統
」（
同
、
四
号
、
昭
和
五
十
一
年
）
と
い
う
観
点
か
ら

掘
り
下
げ
て
お
り
、
北
川
治
男
「
最
高
道
徳
的
主
体
性
の
特
質
―
モ
ラ
ロ

ジ
ー
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
考
察
―
」（
同
、
四
号
、
昭
和
五
十
一
年
）
や
永

安
幸
正
「
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
道
徳
お
よ
び
信
仰
―
広
池
千
九
郎
の

『
最
高
道
徳
論
』
と
大
塚
久
雄 『
社
会
科
学
の
方
法
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
同
、
二
十

九
号
、
平
成
二
年
）
も
「
最
高
道
徳
」
を
焦
点
に
し
て
い
る
。

竹
内
啓
二
の
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
原
始
仏
教
の
倫
理
思
想
」（
同
、
二
十
六

号
、
昭
和
六
十
三
年
）
は
、
廣
池
が
釈
迦
の
思
想
・
教
説
・
事
跡
を
、
最
高

道
徳
を
実
践
し
説
い
た
も
の
と
と
ら
え
た
と
の
観
点
か
ら
見
て
、
最
高
道

徳
の
五
大
原
理
そ
れ
ぞ
れ
と
原
始
仏
教
と
を
対
比
さ
せ
て
検
討
し
た
。

「
聖
人
」
と
「
最
高
道
徳
」
さ
ら
に
「
自
然
の
法
則
」
な
ど
の
諸
概
念

の
結
節
点
に
あ
た
る
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
松
村
健
一
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に

お
け
る
『
神
観
』
研
究
史
」（
同
、
四
十
七
号
、
平
成
十
二
年
）
が
、
媒
体
を

広
く
当
り
詳
密
な
研
究
史
を
構
成
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
聖
人
研
究
は
重
要
な
位
置
を

占
め
、
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
廣
池
の

聖
人
研
究
を
全
般
的
に
捉
え
、
現
代
に
敷
衍
す
る
も
の
と
し
て
、
竹
内
啓

二
を
編
者
に
『
い
の
ち
と
愛
の
思
想
―
廣
池
千
九
郎
の
聖
人
研
究
の
継
承
と
発

展
―
』（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
二
十
二
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
一
般
書
で

あ
る
も
の
の
、
そ
の
立
場
は
副
題
に
あ
る
と
お
り
で
あ
り
、
孔
子
、
釈

迦
、
キ
リ
ス
ト
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
四
大
聖
人
に
ム
ハ
ン
マ
ド
と
日
本
皇
室

を
加
え
、
さ
ら
に
「
聖
人
」
と
い
う
概
念
か
ら
廣
池
を
と
ら
え
た
論
考
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を
、
学
術
的
な
成
果
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）
諸
専
門
領
域
へ
の
位
置
づ
け

① 

教
育

廣
池
の
最
初
の
職
業
は
小
学
校
の
教
員
で
あ
り
、
晩
年
の
最
重
要
課
題

も
学
校
の
開
設
と
い
う
教
育
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
事
跡
は
一
貫

し
て
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
教
育
学
的

観
点
か
ら
の
研
究
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

大
澤
俊
夫
『
青
年
教
師 

廣
池
千
九
郎 

付
・
広
池
博
士
の
学
問
上
の
業
績
』

（
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
五
十
七
年
）
に
よ
る
と
、「
教
育
思
想
家
と
し
て
の

先
生
、
ま
た
教
育
家
と
し
て
の
先
生
の
業
績
に
つ
い
て
は
紹
介
も
不
十
分

で
、
ま
し
て
近
代
教
育
史
の
う
え
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
不
当
に
無
視

さ
れ
た
ま
ま
今
日
に
及
ん
で
い
る
」（
本
書
「
ま
え
が
き
」）
と
言
っ
て
過
言

で
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
書
収
録
の
論
考
は
「
青
年
教
師
と

し
て
の
活
動
と
業
績
を
は
じ
め
て
取
り
上
げ
た
小
論
」（
同
）
で
あ
っ
た）

16
（

。

大
澤
に
よ
っ
て
教
育
学
的
研
究
に
先

が
付
け
ら
れ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
心
に
広
が
り
を
見
せ
た
。
井
出
元
に
は
「
広
池
千
九
郎
の
教
育
理
想 

―
実
学
教
育
と
自
主
独
立
の
教
育
―
」（『
麗
澤
大
学
紀
要
』
三
十
九
号
、
昭
和
六
十

年
）
17
（

）
が
あ
り
、
教
育
哲
学
の
視
点
も
入
っ
た
諏
訪
内
敬
司
「
中
学
校
校
長

と
し
て
の
廣
池
千
九
郎
―
教
育
理
念
と
教
育
実
践
―
」
上
・
下
（『
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
』
三
十
九
号
・
四
十
号
、
平
成
六
年
）
も
教
育
者
と
し
て
の
廣
池
を

浮
き
彫
り
に
す
る
優
れ
た
業
績
で
あ
っ
た
。
長
年
、
学
校
に
お
け
る
道
徳

教
育
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
た
石
川
恭
治
に
よ
る
「
道
徳
教
育
・
そ
の
基

礎
と
な
る
心
の
探
求
―
廣
池
千
九
郎
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（
同
、
六
十
四

号
、
平
成
二
十
一
年
）
は
、
廣
池
の
事
跡
・
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
代
の
道
徳
教
育
へ
の
示
唆
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

教
育
史
的
な
観
点
で
は
、
山
崎
真
之
「
明
治
前
期
大
分
県
下
毛
郡
樋
田

村
に
お
け
る
夜
間
小
学
校
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
『
遠
郷
僻
地
夜
間
学
校
教
育

法
』
と
『
廣
池
千
九
郎
日
記
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
社
会
と
人
文
』
二
号
、
平
成

十
六
年
）
が
、
こ
れ
ま
で
時
代
性
の
解
明
が
不
十
分
だ
っ
た
小
学
校
教
員

期
を
検
討
し
て
お
り
、
さ
ら
に
江
島
顕
一
「
廣
池
千
九
郎
の
道
徳
教
育
論

に
関
す
る
一
考
察
―
中
津
・
下
毛
に
お
け
る
教
員
時
代
に
焦
点
を
当
て
て
―
」

（『
道
徳
と
教
育
』
三
百
二
十
九
号
、
平
成
二
十
三
年
）、「
廣
池
千
九
郎
の
教
育

思
想
―
「
中
津
時
代
」
に
焦
点
を
当
て
て
―
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
七
十
二
号
、

平
成
二
十
六
年
）
の
研
究
が
続
き
、
教
育
学
的
課
題
に
着
々
と
応
え
つ
つ
あ

る
。② 

経
済
・
経
営

廣
池
に
は
『
道
徳
科
学
経
済
学
原
論
』
な
ど
の
著
述
も
あ
り
、「
前

篇
」
に
も
説
い
た
「
道
経
一
体
」
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
廣
池
没
後
も
積

極
的
に
道
徳
と
経
済
お
よ
び
経
営
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
は
、
廣
池
の
著
述
の
中
か
ら
「
道
経
一
体
」
に
関
連
す

る
箇
所
を
抜
粋
し
て
編
纂
し
た
『
原
典
抜
粋
資
料
集 

道
経
一
体
論
』（
全
三

冊
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所）

18
（

）
も
刊
行
さ
れ
研
究
が
勢
い
づ
い
て
い
る
。
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道
経
一
体
論
研
究
の
先
駆
を
な
し
た
の
は
目
黒
章
布
だ
っ
た
。
先
に
触

れ
た
昭
和
四
十
一
年
の
『
広
池
千
九
郎
博
士
生
誕
百
年
記
念
論
文
集
』
に

は
す
で
に
「
広
池
千
九
郎
博
士
の
経
営
観
」
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
れ
を

も
と
に
『
広
池
千
九
郎
博
士
の
経
営
指
導
の
研
究
』（
広
池
学
園
事
業
部
）

を
昭
和
四
十
五
年
、
刊
行
し
て
い
る
。
本
書
は
廣
池
の
教
訓
「
会
社
工
場

及
び
商
店
の
最
高
道
徳
的
経
営
法
大
要
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
企
業
へ
の
経
営
指
導
の
現
場
に
応
用
す
べ
き
実

践
的
論
考
で
あ
っ
た
。

廣
池
と
経
済
・
経
営
に
関
す
る
研
究
は
初
期
の
頃
は
こ
う
し
た
現
場
主

義
的
な
も
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
永
安
幸
正
に
よ
っ
て
理
論
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
永
安
は
先
に
掲
げ
た
『
道
徳
・
教
育
・
経
済
』
所

載
の
、「
広
池
千
九
郎
の
道
徳
経
済
一
体
思
想
」
に
さ
き
が
け
て
、「
広
池

千
九
郎
博
士
の
経
済
思
想
（
１
）」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
九
号
、
昭
和
五
十

五
年
）
が
あ
っ
た
。
後
に
、「
三
方
善
の
思
想
と
実
践
―
倫
理
道
徳
の
深
化
の

た
め
に
―
」（
同
、
五
十
三
号
、
平
成
十
六
年
）
で
は
、
広
い
範
囲
か
ら
「
三

方
善
」
を
扱
い
つ
つ
、
会
社
経
営
を
中
心
に
道
経
一
体
論
を
展
開
し
、
付

録
の
「
資
料
」
に
は
廣
池
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
引
い
て
お
り
、
資
料
集

と
し
て
も
有
用
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。『
道
徳
・
教
育
・
経
済
』
に

は
、
土
屋
武
夫
の
「
広
池
千
九
郎
の
経
営
理
念
」
も
あ
っ
た
。

永
安
の
後
を
受
け
て
企
業
倫
理
、
経
済
倫
理
の
立
場
か
ら
研
究
は
継
続

さ
れ
て
い
る
。
高
巖
「
道
徳
性
と
経
済
―
金
解
禁
と
緊
縮
政
策
に
関
す
る
廣
池

千
九
郎
の
見
解
―
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
四
十
二
号
、
平
成
八
年
）
や
大
野
正

英）
19
（

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
マ
ー
ト
の
『
一
経
済
学
者
の
反
省
』
と
廣
池
千
九

郎
（
１
）」（
同
、
四
十
三
号
、
平
成
九
年
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
・

ラ
フ
「B

usiness E
thics or B

usiness as E
thics ?: C

hikuro H
iroike 

and the M
aterial W

orld

」（
同
、
六
十
七
号
、
平
成
二
十
三
年
）
も
あ
る
。

③ 

平
和
論
と
国
際
関
係

廣
池
の
道
徳
科
学
提
唱
の
目
的
の
一
つ
に
は
人
心
開
発
救
済
に
よ
る
世

界
平
和
の
実
現
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
廣
池
の
著
述
や
言
動
に
は
国
家
間

の
紛
争
解
決
や
国
際
協
調
に
関
す
る
も
の
も
多
い
。

「
平
和
」
を
題
材
と
す
る
も
の
に
は
、
宗
武
志
「
広
池
千
九
郎
博
士
の

平
和
論
と
そ
の
実
践
記
録
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
六
号
、
昭
和
五
十
二
年
）、

欠
端
實
「
広
池
博
士
の
平
和
思
想）

20
（

」（
同
、
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
が

あ
り
、「
国
際
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
言
う
と
、
高
巖
「
世
界
シ
ス

テ
ム
論
の
新
展
開
―
現
代
の
国
際
政
治
経
済
と
広
池
千
九
郎
の
平
和
思
想
―
」

（
同
、
二
十
一
号
、
昭
和
六
十
一
年
）、
同
「
日
米
関
係
と
広
池
千
九
郎
の
思
想

―
日
本
の
国
際
化
と
戦
前
の
移
民
問
題
―
」（
同
、
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）、

梅
田
徹
「
晩
年
の
広
池
千
九
郎
と
日
本
の
対
外
関
係
―
平
和
論
の
枠
組
み
を

超
え
て
―
」（
同
、
三
十
五
号
、
平
成
四
年
）
が
あ
り
、
対
西
洋
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
川
窪
啓
資
「
広
池
千
九
郎
と
西
洋）

21
（

」（
同
、
二
十
五
号
、
昭
和
六
十

三
年
）、
マ
イ
ケ
ル
・
パ
レ
ン
シ
ア
＝
ロ
ス 「H

iroike and W
estern T

ra-

ditions
」（
同
、
六
十
一
号
、
平
成
二
十
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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④ 

文
明
と
文
化

「
文
明
」
の
観
点
か
ら
の
廣
池
研
究
も
注
目
を
要
す
る
。
川
窪
啓
資
は

「
廣
池
千
九
郎
と
比
較
文
明
学
」（『
比
較
文
明
研
究
』
第
七
号
、
平
成
十
四
年
）

に
お
い
て
、
比
較
文
明
学
界
に
廣
池
を
位
置
づ
け
、
当
該
分
野
に
お
け
る

先
駆
者
の
一
人
に
あ
た
る
と
し
た
。
廣
池
は
「
比
較
文
明
学
」
と
い
う
言

葉
は
使
用
し
て
い
な
い
が
、
研
究
領
域
、
方
法
は
そ
れ
に
「
重
な
る
と
こ

ろ
が
多
々
あ
る
」
と
い
う
。
続
い
て
伊
東
俊
太
郎
は
、
人
類
の
歴
史
の
転

換
期
そ
れ
ぞ
れ
に
人
類
革
命
、
農
業
革
命
、
都
市
革
命
、
精
神
革
命
、
科

学
革
命
を
置
き
、
世
界
は
今
ま
さ
に
環
境
革
命
を
招
来
し
て
い
る
と
す
る

中
で
、
改
め
て
「『
精
神
革
命
』
と
自
然
の
問
題
―
廣
池
千
九
郎
の
意
義
―
」

（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
六
十
五
号
、
平
成
二
十
二
年
）
に
お
い
て
、
精
神
革
命
に

取
り
残
さ
れ
て
い
た
「
自
然
」
の
問
題
に
対
し
、
廣
池
の
自
然
観
を
も
と

に
東
洋
の
思
想
を
加
え
て
解
決
へ
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
西
欧
文
明
の

潮
流
に
対
し
、
東
洋
の
伝
統
思
想
に
よ
っ
て
屹
立
し
た
人
物
と
し
て
廣
池

を
描
く
、
金
聖
哲
「
日
本
に
お
け
る
文
明
化
と
そ
の
思
想
的
対
応
―
廣
池

千
九
郎
の
信
仰
と
道
徳
を
中
心
に
―
」（『
比
較
文
化
研
究
』
一
〇
八
号
、
平
成
二
十

五
年
）
も
、
文
明
の
観
点
に
お
け
る
有
意
な
研
究
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
廣
池
の
日
本
文
化
観
を
、
井
出
元
は
「
日
本
の
伝
統
文
化
と

広
池
千
九
郎
の
道
徳
思
想
―
『
広
池
千
九
郎
研
究
』
に
関
す
る
補
説
―
」（『
モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
三
十
一
号
、
平
成
二
年
）
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
廣
池
の
詩
作
に
注
目
し
た
、
浅
野
栄
一
郎
『
広
池
博
士
の

詩
文
の
研
究
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十
七
年）

22
（

）
や
、
文
化
財
の
観
点

か
ら
事
跡
を
論
じ
た
、
橋
本
富
太
郎
「
廣
池
千
九
郎
畑
毛
記
念
館
に
お
け

る
保
存
と
展
示
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
六
十
四
号
、
平
成
二
十
一
年
）
も
あ
る
。

⑤ 

哲
学
・
思
想
・
宗
教
・
心
理

井
出
元
に
は
中
国
哲
学
の
立
場
か
ら
の
廣
池
研
究
も
あ
る
。「
儒
教
と

広
池
千
九
郎
の
道
徳
思
想
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
十
八
号
、
昭
和
六
十
年
）

で
は
、
思
想
と
事
跡
の
両
面
か
ら
儒
教
に
お
け
る
「
天
」
と
廣
池
の
神
観

と
を
比
較
・
分
析
し
、
孔
子
と
廣
池
の
共
通
点
を
導
き
出
し
て
い
る
。

の
ち
に
「
人
間
学
」
を
焦
点
に
研
究
を
展
開
す
る
水
野
治
太
郎
に
も
古

く
か
ら
「
広
池
千
九
郎
の
人
間
観
―
ホ
モ
・
パ
チ
エ
ン
ス
と
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
―
」（
同
、
二
十
七
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
が
あ
っ
た
。
諏
訪
内
敬
司
は

「
品
性
論
」（
一
）
〜
（
七
）
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
や
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学

等
を
段
階
的
に
取
り
上
げ
、
最
後
の
（
六
）
と
（
七
）
に
「
廣
池
千
九
郎

の
品
性
論
」
①
・
②
（
同
、
四
十
九
号
、
平
成
十
三
年
／
五
十
号
、
平
成
十
四

年
）
を
充
て
、「
品
性
」
と
い
う
概
念
か
ら
廣
池
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

廣
池
と
直
接
の
関
係
は
無
い
人
物
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
思
想
を
分
析

す
る
研
究
も
、
質
・
量
と
も
に
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
成
果
が
あ
る
。

「
前
篇
」
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
国
際
会
議
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎
研
究

に
も
多
く
見
ら
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
多
田
舜
保
「L. C

. Pauling 

博
士

の
業
績
と
思
想
等
に
つ
い
て
―
7 

ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
と
広
池
千
九
郎
博
士
の
人

間
性
等
の
共
通
点
」（『
麗
澤
大
学
紀
要
』
三
十
五
号
、
昭
和
五
十
八
年
）、
ピ
ー
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タ
ー
・
ラ
フ
「Soseki N

atsum
e, H

iroike C
hikuro, and the U

ses of 

Freedom

」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
六
十
一
号
、
平
成
二
十
年
）、「Fellow

 

Spirits: T
he Life and T

hought of T
hom

as G
arrigue M

asaryk, 

C
ontem

porary of C
hikuro H

iroike

」（
同
、
六
十
三
号
、
平
成
二
十
一

年
）、
川
窪
啓
資
「
ト
イ
ン
ビ
ー
の
高
等
宗
教
と
廣
池
千
九
郎
の
聖
人
研

究
」（『
比
較
文
明
研
究
』
十
五
号
、
平
成
二
十
二
年）

23
（

）、
マ
イ
ケ
ル
・
パ
レ
ン
シ

ア
＝
ロ
ス
「T

he O
rtholinon Principle and R

everence: C
ivilization-

al R
efl ections on H

iroike, Schw
eitzer, and G

andhi

」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
』
六
十
五
号
、
平
成
二
十
二
年
）、
金
聖
哲
「
日
韓
の
近
代
化
に
お
け
る

利
他
思
想
の
比
較
文
化
的
考
察
―
沈
大
允
と
廣
池
千
九
郎
の
道
徳
・
倫
理
思
想

を
中
心
に
―
」（『
言
語
と
文
明
』
九
号
、
平
成
二
十
三
年
）
等
々
、
多
く
の
業
績

が
あ
る
。
永
安
幸
正
「
経
済
と
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
―
ス
ミ
ス
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
着
眼
と
広
池
千
九
郎
の
経
済
人
間
学
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
麗
沢
大
学
紀
要
』

四
十
九
号
、
平
成
元
年
）
お
よ
び
前
掲
、
岩
佐
信
道
「J. Lauw

erys 

のcos-
m

ic m
odesty 

の
考
え
方
と
廣
池
千
九
郎
の
宇
宙
自
然
の
法
則
」
な
ど

も
、
思
想
の
比
較
研
究
と
い
え
よ
う
。

こ
の
ほ
か
、
同
時
代
に
似
た
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
人
物
と
の
思
想

史
学
的
比
較
研
究
（
川
久
保
剛
「
廣
池
千
九
郎
と
伊
藤
証
信
―
『
精
神
運

動
』
の
思
想
史
に
向
け
て
―
」『
比
較
思
想
研
究
』
三
十
五
号
、
平
成
二
十
年
）
等

も
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

宗
教
学
の
観
点
で
は
、
鈴
木
康
之
が
「
宗
教
と
道
徳
の
関
係
に
つ
い
て

の
一
考
察
―
Ｊ
・
Ｍ
・
イ
ン
ガ
ー
の
類
型
論
か
ら
み
た
広
池
千
九
郎
の
『
宗
教
と

道
徳
』
論
―
」（『
麗
澤
大
学
紀
要
』
四
十
二
巻
、
昭
和
六
十
一
年
）
を
著
わ
し
て

い
た
。

心
理
学
者
・
水
野
修
次
郎
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
廣
池
の
理
論

や
実
践
例
の
応
用
に
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
立
場
か
ら
廣
池
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。「T

he Self-exam
ination of D

r. C
hikuro 

H
iroike and its A

pplication to C
ounseling

」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
六

十
一
号
、
平
成
二
十
年
）
を
は
じ
め
、「
前
篇
」
に
一
節
を
設
け
た
「『
道
徳

科
学
の
論
文
』
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
試
み
」（
同
、
七
十
一
号
、
平

成
二
十
五
年
）
収
録
の
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
考
察
す
る
『
人
心
の
開

発
と
救
済
の
原
理
』」
等
が
あ
る
。

（
五
）
神
道

で
は
こ
こ
で
、
神
道
に
関
わ
る
研
究
を
見
て
み
よ
う
。『
記
念
論
集
』

で
は
、
高
原
美
忠
に
よ
る
「『
伊
勢
神
宮
と
我
国
体
』
に
つ
い
て
―
特
に

国
体
の
淵
源
に
関
す
る
広
池
博
士
の
説
―
」
お
よ
び
、
三
潴
信
吾
「『
日
本
憲

法
淵
源
論
』
の
意
義
と
そ
の
体
系
に
つ
い
て
」、
そ
し
て
増
補
版
に
お
け

る
西
川
順
土
「『
古
事
類
苑
』
と
広
池
博
士
」
が
深
く
関
わ
る
。

ま
ず
高
原
に
つ
い
て
、
何
よ
り
特
筆
す
べ
き
は
『
記
念
論
集
』
の
執
筆

者
の
中
で
は
唯
一
、
廣
池
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
時
の
教
科
書
は
廣
池
の
『
伊
勢
神
宮
』（『
伊
勢

神
宮
と
我
国
体
』
の
旧
版
）
だ
っ
た
。
神
宮
皇
學
館
の
学
生
時
に
習
っ
た

内
容
を
、
皇
學
館
大
学
学
長
と
し
て
評
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
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そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
専
門
性
の
関
係
か
ら
か
、
高
原
の
叙
述

は
や
や
砕
け
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
単
に
紙
面
か
ら
の
み
で
な
く
、
廣

池
の
生
の
声
も
ふ
ま
え
て
そ
の
天
照
大
神
論
を
考
察
し
、
大
神
を
歴
史

的
・
人
物
的
に
扱
う
傾
向
に
一
定
の
評
価
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
高
原
に
よ
っ
て
先

が
つ
け
ら
れ
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
研
究
が
深
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
大
澤
俊
夫
も
天
照
大
神
の

岩
戸
籠
り
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
改
め
て
神
道
学
者
の
意
見
を
徴
し
た

い
」（
前
掲
『
青
年
教
師
広
池
千
九
郎
』
一
四
二
頁
）
と
神
道
の
後
学
に
研
究
を

託
し
て
い
る
が
、
今
も
留
め
置
か
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
の
評
者
、
三
潴
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
彼

は
、
廣
池
に
近
い
思
想
を
持
つ
法
学
者
・
筧
克
彦
の
娘
婿
で
あ
り
、
筧
の

学
統
を
継
ぐ
者
と
し
て
『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
を
評
す
る
に
は
ま
こ
と
に

適
当
な
論
者
で
あ
っ
た
。
本
書
の
生
成
の
由
来
か
ら
説
き
起
し
、
憲
法
学

の
観
点
か
ら
独
自
性
を
指
摘
し
、
哲
学
上
の
問
題
に
も
触
れ
て
廣
池
の
神

道
信
仰
的
な
面
を
「
在
来
の
学
問
上
の
分
別
か
ら
見
て
問
題
点
が
数
多
く

内
包
さ
れ
、
か
な
り
大
胆
に
扱
わ
れ
て
い
る
」（『
記
念
論
集
』
三
四
二
頁
）

と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
諸
問
題
解
決
の
緒
が
内
示
さ
れ
て
い
る
と

も
い
う
。

三
潴
の
論
考
は
優
れ
た
研
究
成
果
で
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
『
日
本

憲
法
淵
源
論
』
に
お
け
る
主
要
な
課
題
を
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。
本
書

と
『
伊
勢
神
宮
と
我
国
体
』
に
つ
い
て
内
田
智
雄
は
「
両
書
と
も
、
博
士

晩
年
の
思
想
の
先
駆
を
な
し
、
ま
た
そ
の
基
調
を
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
」

（『
記
念
論
集
』「
序
」
五
頁
）
と
い
い
、『
日
本
憲
法
淵
源
論
』
は
特
に
「
モ

ラ
ロ
ジ
ー
の
序
説
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
所
報
』
平
成
二
十
一
年
五
月
号
、
一

六
頁
）
と
の
位
置
に
あ
る
。
本
書
は
、
法
制
史
と
道
徳
科
学
と
の
間
に
あ

り
、
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の
は
、
天
照
大
神
を
め
ぐ
る
神
道
的
世
界
観
で

あ
っ
た
。
そ
こ
は
依
然
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

西
川
順
土
は
、
も
と
も
と
『
古
事
類
苑
』
の
書
誌
学
的
研
究
を
手
掛
け

て
い
た
た
め
、
主
要
編
纂
者
の
廣
池
の
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
認
識
し
て
お

り
、『
記
念
論
集
』
以
前
か
ら
そ
の
貢
献
に
は
言
及
し
て
い
た
。
し
か

し
、『
記
念
論
集
』
の
論
考
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
内
容
は
こ
れ
ま

で
の
研
究
と
は
ま
っ
た
く
次
元
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

西
川
は
『
古
事
類
苑
』
の
「
原
稿
受
領
簿
」（
神
宮
文
庫
蔵
）
を
精
査

し
、
そ
こ
か
ら
知
り
得
る
全
巻
に
お
け
る
編
纂
者
の
原
稿
執
筆
量
を
割
り

出
し
て
い
る
。
そ
し
て
廣
池
の
担
当
個
所
に
つ
い
て
は
、
各
部
各
巻
の
全

項
目
を
一
覧
に
上
げ
、
編
集
方
針
の
特
色
ま
で
指
摘
し
た
。

神
祇
部
に
つ
い
て
は
、
西
川
は
『
古
事
類
苑
』「
月
報
」
に
お
い
て

「
神
祇
部
の
編
纂
」
を
昭
和
四
十
二
年
か
ら
連
載
し
て
お
り
、
そ
の
成
果

の
上
に
廣
池
の
担
当
個
所
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
西
川
に
よ
る
と
廣
池

は
、
神
祇
部
全
百
巻
の
内
の
十
三
巻
を
担
当
し
、
そ
の
中
に
は
四
十
三
・

四
巻
の
「
神
道
」
上
・
下
が
含
ま
れ
る
。
西
川
は
「
神
道
」
が
廣
池
に
よ

る
新
稿
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
解
説
（
二
枚
）
の
原

稿
を
見
出
し
、
廣
池
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
上
に
佐
藤
誠
実
の
訂
正
が
施
さ
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れ
た
後
を
追
い
、
そ
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

神
祇
部
「
神
道
」
の
構
成
は
、
廣
池
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
本

項
の
位
置
づ
け
は
『
古
事
類
苑
』
に
お
け
る
神
道
概
念
を
知
ら
し
め
る
と

同
時
に
、
廣
池
の
神
道
観
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
近
代
神

道
史
に
お
け
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
が
、
西
川
の
考
察
の
後
に

続
く
べ
き
全
体
的
検
討
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
研
究
に
待

つ
状
況
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
個
々
の
研
究
を
見
て
い
く
。
井
出
元
の
研
究
で
は
、
先
に
挙

げ
た
「
広
池
千
九
郎
に
お
け
る
東
洋
思
想
史
研
究
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』

十
号
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
、
神
道
に
深
く
関
わ
る
論
点
「
祭
祀
」
が
あ

る
。
井
出
は
、
廣
池
の
東
洋
研
究
は
「
祭
祀
」
論
を
主
た
る
対
象
と
す
る

も
の
と
し
て
、
中
国
と
日
本
の
両
国
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
廣
池
の
祭
祀
論

を
検
討
し
、
そ
の
道
徳
的
意
義
を
重
視
し
た
。
日
本
に
お
け
る
祭
祀
は
伊

勢
の
神
宮
を
中
心
と
す
る
神
社
が
主
な
対
象
で
あ
り
、
廣
池
の
思
想
形
成

上
に
お
け
る
神
道
の
関
わ
り
に
新
た
な
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

井
出
は
そ
の
ほ
か
に
も
、「
日
本
の
伝
統
文
化
と
広
池
千
九
郎
の
道
徳

思
想
―
『
広
池
千
九
郎
研
究
』
に
関
す
る
補
説
―
」（
同
、
三
十
一
号
、
平
成
二

年
）
や
「『
日
本
人
の
道
徳
を
考
え
る
』
―
廣
池
千
九
郎
の
生
涯
―
」（
同
、

五
十
七
号
、
平
成
十
八
年
）
等
に
お
い
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
道
徳
の
観

点
か
ら
、
そ
れ
ら
の
基
底
に
あ
る
神
道
的
な
る
も
の
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
論
じ
て
い
る
。
前
掲
の
「『
神
の
原
理
』
の
形
成
―
広
池
千
九
郎
に
お

け
る
信
仰
と
道
徳
―
」（
同
、
二
十
二
号
、
昭
和
六
十
二
年
）
も
「
日
本
固
有
の

宗
教
思
想
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
神
道
を
捉
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
研
究

か
ら
、
廣
池
が
「
神
道
」
と
い
う
語
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

も
日
本
人
の
敬
神
・
尊
王
・
祖
先
崇
拝
な
ど
の
概
念
を
と
お
し
て
、
そ
れ

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
一
層
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

欠
端
實
に
は
、
国
学
者
と
の
交
流
に
焦
点
を
当
て
た
、
廣
池
に
お
け
る

神
道
精
神
の
形
成
の
実
証
的
研
究
が
あ
る
。「
廣
池
千
九
郎
に
お
け
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
―
井
上
頼

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―
」（
同
、
五
十
六

号
、
平
成
十
七
年
）
や
、「
渡
辺
玄
包
と
廣
池
千
九
郎
」（
同
、
六
十
号
、
平
成

十
九
年
）
に
お
い
て
、
廣
池
が
国
体
研
究
を
志
向
す
る
必
然
性
を
人
物
の

影
響
関
係
か
ら
実
証
し
た
も
の
だ
っ
た
。  

欠
端
は
、
廣
池
に
お
け
る
井
上
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
各
時
代
の

研
究
成
果
は
、
井
上
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
晩
年

の
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
（
道
徳
科
学
）』
の
学
的
樹
立
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会

教
育
活
動
も
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成

果
が
思
想
的
核
に
な
っ
て
い
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
井
上
の
影
響
は
生
涯

を
貫
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」（
同
、
五
十
六
号
、
二
頁
）
と
、

そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
た
。

神
宮
皇
學
館
に
お
け
る
研
究
・
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
神
宮

皇
學
館
に
お
け
る
廣
池
千
九
郎
の
神
道
講
義
―
教
授
就
任
か
ら
『
神
道
講
義
』

開
講
ま
で
―
」（『
神
道
史
研
究
』
六
十
一
巻
二
号
、
平
成
二
十
五
年
）
お
よ
び

「
廣
池
千
九
郎
の
神
宮
皇
學
館
に
お
け
る
神
道
教
育
―
『
神
道
史
』
開
講
か

ら
退
官
ま
で
―
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
十
七
巻
一
号
、
平
成
二
十
六
年
）
が
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
廣
池
千
九
郎
研
究
に
お
け
る
「
神
道
」
は
、
時
代
・
場
所

を
問
わ
な
い
全
般
的
な
「
神
道
」
と
、
廣
池
の
在
世
中
お
よ
び
そ
の
前

後
、
彼
が
関
わ
っ
た
と
こ
ろ
の
そ
れ
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後

者
の
方
で
い
う
と
、
す
で
に
い
く
つ
か
挙
げ
て
き
た
天
理
教
に
関
係
す
る

諸
論
文
は
神
道
学
的
研
究
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
廣
池
が
関
係
し
た
天
理
教
は
当
時
、「
教
派
神
道
」
に
属
し

て
お
り
、
十
三
派
の
内
の
一
派
で
あ
っ
た
。
天
理
教
固
有
の
信
仰
に
重
ね

て
、
敬
神
・
尊
王
・
愛
国
等
の
国
民
道
徳
的
神
道
が
説
か
れ
て
お
り
、
廣

池
の
見
た
天
理
教
は
日
本
国
体
に
合
致
し
た
宗
教
だ
っ
た
。
こ
の
前
提
で

先
に
見
た
櫻
井
良
樹
や
立
木
教
夫
の
諸
論
考
を
読
み
直
す
と
、
近
代
神
道

史
を
め
ぐ
っ
て
、
未
発
掘
の
同
時
代
史
料
を
多
用
し
た
す
ぐ
れ
た
研
究
と

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

廣
池
の
天
皇
論
に
関
す
る 

研
究
で
は
、
美
和
信
夫
の
果
た
し
て
き
た

役
割
が
大
き
い
。
美
和
は
前
掲
の
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
創
建
五
十
年
記
念 

学

術
論
文
集
』（
昭
和
五
十
一
年
）
に
お
い
て
、「
広
池
博
士
の
天
皇
論
と
戦
後

の
天
皇
（
制
）
論
」
を
発
表
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
天
皇
論
を
広
く
渉

猟
し
、
そ
の
中
に
廣
池
の
論
を
位
置
づ
け
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
上
述
の
「（
二
）
廣
池
提
唱
の
諸
概
念
の
研
究
」
の
と
こ
ろ
に
入
っ

て
い
る
「
広
池
千
九
郎
の
格
言
『
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
』
の
形
成
過
程
に

関
す
る
考
察
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
二
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
は
、
天
照

大
神
の
神
徳
に
関
す
る
研
究
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
お
け
る
美
和
に
つ
づ
く
も
の
は
所
功
に
よ
る
研
究
の
ほ

か
な
い
。
所
は
、
前
述
の
第
二
回
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
国
際
会
議
（
二
〇

〇
九
年
）
に
お
い
て
「
廣
池
千
九
郎
博
士
の
〝
万
世
一
系
〞
最
高
道
徳
論

の
再
検
討
」
と
題
し
、
歴
代
天
皇
を
世
界
五
大
道
徳
系
統
に
位
置
づ
け
る

廣
池
の
説
を
現
代
の
視
点
か
ら
論
じ
た
。
報
告
書
『
廣
池
千
九
郎
の
思
想

と
業
績
』（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
二
十
三
年
）
所
収
の
論
文
に
よ
る
と

所
は
、
廣
池
に
よ
る
皇
室
の
史
的
研
究
か
ら
天
照
大
神
神
話
の
道
徳
的
解

釈
を
歴
史
学
的
研
究
に
よ
っ
て
跡
づ
け
、
他
の
論
者
と
の
比
較
と
歴
代
天

皇
の
御
聖
徳
の
実
例
を
用
い
、
廣
池
の
万
世
一
系
論
を
肯
定
的
に
捉
え
て

い
る
。

二
、
時
代
区
分
に
つ
い
て

最
後
に
、
廣
池
の
研
究
遍
歴
を
時
代
区
分
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
を

見
て
み
よ
う
。
大
澤
俊
夫
に
よ
る
と
、
区
分
法
は
、
⑴
生
活
史
を
中
心
と

し
て
、
⑵
精
神
史
を
を
中
心
と
し
て
、
⑶
学
問
上
の
業
績
を
中
心
と
し

て）
24
（

、
以
上
の
三
種
と
な
っ
て
い
る
。

区
分
法
が
成
立
し
た
順
に
、
ま
ず
、
廣
池
の
人
生
を
二
期
に
分
け
る
⑵

の
「
精
神
史
を
中
心
と
し
て
」
を
見
て
み
よ
う
。

① 
慶
応
二
年
〜
大
正
元
年 ............................

第
一
期

② 
大
正
元
年
〜
昭
和
十
三
年
（
没
年
） ..................

第
二
期

こ
の
分
け
方
の
出
所
は
『
廣
池
博
士
全
集
』（
昭
和
十
二
年
）
所
収
の

廣
池
利
三
郎
に
よ
る
「
父
の
学
問
上
の
経
歴
并
に
其
近
著
『
道
徳
科
学
の
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論
文
』
に
寄
せ
ら
れ
た
る
諸
家
の
御
序
文
の
大
要
」
で
あ
り
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
期
は
明
治
二
十
三
、
四
年
頃
よ
り
大
正
元
年
頃

（
四
十
六
歳
）
ま
で
の
「
主
と
し
て
或
は
語
学
者
と
し
て
或
は
東
洋
（
特

に
支
那
）
法
制
史
家
と
し
て
活
躍
」
と
い
う
時
代
。
第
二
期
は
、
大
正
元

年
よ
り
現
在
（
昭
和
十
二
年
）
に
至
る
も
の
で
、「
道
徳
の
科
学
的
研
究

并
に
社
会
的
教
化
に
費
さ
れ
て
居
る
」
時
代
で
あ
る
。

第
一
期
か
ら
第
二
期
へ
の
変
化
の
理
由
は
、「
一
面
に
於
て
は
、
大
正

元
年
大
患
を
得
て
、
生
死
の
巷
を
彷
徨
し
た
る
際
、
悟
得
体
験
せ
る
強
烈

な
る
精
神
的
、
内
面
的
自
覚
と
、
他
面
に
於
て
は
、
世
界
大
戦
勃
発
の
頃

よ
り
、
漸
次
に
表
面
化
し
来
た
れ
る
思
想
、
道
徳
の
急
激
な
る
悪
化
等
の

外
面
的
事
情
と
が
相
合
し
て
斯
く
の
如
き
一
大
転
回
を
可
能
な
ら
し
め

た
」
と
い
う
。

こ
の
時
代
区
分
は
昭
和
十
二
年
と
最
も
古
く
、
か
つ
廣
池
千
九
郎
存
命

中
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
廣
池
自
身
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

次
に
、
⑴
の
生
活
史
を
中
心
と
し
た
区
分
は
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

① 

中
津
時
代
（
慶
應
二
年
〜
明
治
二
十
五
年
）

② 

京
都
時
代
（
明
治
二
十
五
年
〜
明
治
二
十
八
年
）

③ 

前
期
東
京
時
代
（
明
治
二
十
八
年
〜
明
治
四
十
年
）

④ 

伊
勢
時
代
（
明
治
四
十
年
〜
大
正
二
年
）

⑤ 

奈
良
時
代
（
大
正
二
年
〜
大
正
十
二
年
）

⑥ 

後
期
東
京
時
代
（
大
正
十
二
年
〜
昭
和
十
年
）

⑦ 

千
葉
時
代
（
昭
和
十
年
〜
昭
和
十
三
年
）

以
上
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
広
池

千
九
郎
先
生
の
生
涯
』（
広
池
学
園
出
版
部
）
が
採
っ
た
方
法
で
あ
り
、

そ
の
後
、『
資
料
が
語
る 

廣
池
千
九
郎
先
生
の
歩
み
』（
昭
和
四
十
八
年
）
等

に
踏
襲
さ
れ
、
一
部
修
正
も
あ
っ
た）

25
（

が
長
ら
く
使
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

『
伝
記 

廣
池
千
九
郎
』
の
七
部
門）

26
（

も
、
言
葉
は
変
わ
っ
て
い
る
が
基
本
的

に
こ
の
時
代
区
分
に
よ
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
⑶
学
問
上
の
業
績
を
中
心
と
し
た
分
類
だ
が
、
こ
れ
は
内
田

智
雄
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
前
出
の
『
記
念
論
集
』
の

「
序
」
に
お
い
て
内
田
は
、

広
池
博
士
の
思
想
も
学
問
も
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
三
つ
の
時

期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。
い
ま
そ
れ
を
、
か
り
に
そ

の
主
な
著
作
に
つ
い
て
見
る
と
す
れ
ば
、「
中
津
歴
史
」
に
始
ま
り

「
史
学
普
及
雑
誌
」
に
い
た
る
ひ
と
つ
の
時
期
、
次
は
「
東
洋
法
制

史
序
論
」
お
よ
び
「
東
洋
法
制
史
本
論
」
を
経
て
「
日
本
憲
法
淵
源

論
」
に
い
た
る
時
期
、
さ
ら
に
い
ま
ひ
と
つ
は
、
道
徳
科
学
を
提
唱

し
始
め
ら
れ
た
頃
か
ら
、
そ
の
最
晩
年
に
い
た
る
ま
で
の
時
期
で
あ

る
。（
四
頁
）

と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
分
類
法
に
大
澤
は
「
学
問
上
の
業
績
を
中
心
と
し

て
」
と
銘
打
ち
、
研
究
分
野
と
主
な
著
作
を
も
と
に
三
期
を
さ
ら
に
七
項

目
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
○
○
者
と
し
て
」
と
、
そ
の
時
期
の
立

場
を
表
出
さ
せ
て
い
る
。
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① 

歴
史
学
者
と
し
て

『
中
津
歴
史
』（
明
治
二
十
四
年
十
二
月
）

『
史
学
普
及
雑
誌
』
第
一
号
〜
第
二
十
七
号
（
明
治

二
十
五
年
九
月
〜
明
治
二
十
八
年
四
月
ま
で
）

『
皇
室
野
史
』（
明
治
二
十
六
年
五
月
）
ほ
か

② 

事
典
編
纂
者
と
し
て

『
古
事
類
苑
』（
明
治
二
十
八
年
四
月
〜
明
治
四
十

年
十
月
）

③ 

文
法
学
者
と
し
て

『
支
那
文
典
』（
明
治
三
十
八
年
十
月
）

『
日
本
文
法 

て
に
を
は
の
研
究
』（
明
治
三
十
九
年

八
月
）

④ 

律
令
学
者
と
し
て

「
倭
漢
比
較
律
疏
」（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
）

⑤ 

神
道
学
者
と
し
て

『
伊
勢
神
宮
』（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
）

『
神
社
崇
敬
と
宗
教
』（
大
正
四
年
八
月
）

『
伊
勢
神
宮
と
我
国
体
』（
大
正
四
年
九
月
）
ほ
か

⑥ 

法
理
学
者
と
し
て

『
東
洋
法
制
史
序
論
』（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
）

『
東
洋
法
制
史
本
論
』（
大
正
四
年
三
月
）

『
日
本
憲
法
淵
源
論
』（
大
正
五
年
十
月
）

第
一
期

第
二
期

⑦ 

道
徳
科
学
者
と
し
て

『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
昭
和
三
年
十
二
月
）

『
孝
道
の
科
学
的
研
究
』（
昭
和
四
年
八
月
）

『
新
科
学
モ
ラ
ロ
ジマ

マ

ー
及
び
最
高
道
徳
の
特
質
』

（
昭
和
五
年
十
二
月
）

ほ
か

こ
の
分
類
法
は
、
廣
池
の
研
究
遍
歴
や
思
想
の
変
遷
を
知
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
論
を
待
た
ず
、
内
田
の
提
唱
し
た
「
広
池

学
」
の
体
系
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
大
澤
は
さ
ら
に
、
①
か
ら
⑦

の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
廣
池
の
代
表
的
業
績
に
解
説
を
加
え
て
内
田
の
体
系
を

敷
衍
し
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
裾
野
を
構
成
す
る
領
域
を
明
示
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
分
類
法
に
も
欠
点
が
あ
る
。
例
え
ば
こ
れ
に
従
う
と
、

①
の
「
歴
史
学
者
」
は
『
皇
室
野
史
』
の
明
治
二
十
六
年
で
終
わ
っ
た
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
歴
史
学
者
と
し
て
の
価
値
あ
る
業
績
が

埋
没
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
逆
に
神
道
学
者
と
し
て
の
仕
事
は
、
次
稿

に
述
べ
る
神
道
学
の
範
囲
か
ら
す
れ
ば
、
①
の
段
階
か
ら
す
で
に
始
ま
っ

て
お
り
、
⑥
の
段
階
に
ま
で
続
き
、
筆
者
に
言
わ
せ
れ
ば
⑦
に
ま
で
至
る

も
の
な
の
で
あ
る
。

時
代
ご
と
に
区
切
る
こ
と
に
は
こ
の
よ
う
な
限
界
が
あ
る
が
、
こ
の
課

題
を
埋
め
る
位
置
に
あ
る
の
が
『
人 

廣
池
千
九
郎
』（
麗
澤
大
学
広
報
課
、

平
成
六
年
）
お
よ
び
廣
池
千
九
郎
記
念
館
の
展
示）

27
（

の
手
法
で
あ
る
。

両
者
は
、
廣
池
の
人
生
を
時
代
ご
と
で
は
な
く
、
三
つ
の
領
域
「
学

第
三
期
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者
」「
教
育
者
」「
救
済
活
動
者
」（
順
番
は
異
同
あ
り
）
そ
れ
ぞ
れ
で
個

別
に
人
生
全
般
を
論
じ
た
の
ち
、
一
方
は
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
創
始
者
・
生

涯
教
育
の
先
駆
者
」（『
人 

廣
池
千
九
郎
』）
に
よ
っ
て
、
も
う
一
方
は
「
モ

ラ
ロ
ジ
ー
の
確
立
と
活
動
の
展
開
」（
廣
池
千
九
郎
記
念
館
）
と
い
う
テ
ー

マ
に
よ
っ
て
結
ん
で
い
る
。

こ
の
方
法
に
よ
る
と
例
え
ば
、
教
育
に
関
連
す
る
情
報
が
少
年
期
か
ら

晩
年
ま
で
通
史
的
に
知
り
得
て
、
初
期
の
教
育
思
想
が
最
後
の
学
校
建
設

に
ま
で
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
学
者
と
し
て
の
立

場
が
終
生
続
き
、
他
に
比
べ
て
業
績
が
顕
著
で
あ
り
、
廣
池
自
身
が
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
学
者
」
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

た
だ
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
や
は
り
領
域
ご
と
の
断
絶
は
発
生
し
、

領
域
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
事
象
が
あ
り
、
ま
た
全
体
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
と
領
域
ご
と
に
人
生
を
さ
か
の
ぼ
り
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

煩
わ
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る）

28
（

。

お
わ
り
に

以
上
に
研
究
史
を
見
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
廣
池
千
九
郎
研
究
は
膨

大
な
量
に
上
り
、
研
究
領
域
も
多
彩
な
分
野
に
亘
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
。
そ
の
中
で
神
道
に
関
連
す
る
も
の
も
数
多
く
、
幅
広
く
検
討
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
課
題
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
廣
池
が

神
道
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が

十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
神

道
の
要
素
が
そ
の
道
徳
論
の
中
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
道
徳
的
効
用
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
原
因
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
こ
れ
ま
で
、
神
道
全
般
と
廣
池
の
人
生
と
を
通
史
的
に
と
ら
え
た

研
究
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
廣
池
と
神
道
と
の
関
わ
り
は
相
当
な
量
に
上

る
の
だ
が
、
例
え
ば
『
伊
勢
神
宮
』
な
ど
の
文
献
に
関
す
る
研
究
や
、
国

学
者
と
の
交
流
に
関
す
る
研
究
、
そ
し
て
廣
池
の
思
想
形
成
に
関
係
す
る

部
分
の
研
究
な
ど
、
神
道
の
要
素
が
分
解
さ
れ
て
個
別
に
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
ま
た
、
神
道
学
史
に
基
づ
い
た
廣
池
研
究
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
、『
伊
勢
神
宮
』
は
神
宮
に
つ
い
て
、
近
代
的
手
法
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
最
初
の
研
究
書
な
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
功
績
が
研
究
史
上
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
廣
池
の
人
生
が
、「
中
津
時
代
」、「
京
都
時
代
」
と
区
切
ら

れ
て
考
察
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
例
え
ば
中
津
時
代
に
す
で
に
形
成

さ
れ
て
い
た
神
道
的
「
大
義
名
分
論
」
が
晩
年
に
至
る
ま
で
生
き
続
け
、

そ
の
時
々
の
原
動
力
の
一
画
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
神
道
と
の
関
わ
り
が
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
終
わ
っ
た

か
の
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
た
め
、
神
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
関
連

づ
け
ら
れ
て
広
く
深
い
相
互
の
影
響
関
係
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
機
会
が
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得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
次
稿
で
は
、
神
道
の
全
体
像
と
近
代
神
道

史
の
中
に
廣
池
を
置
き
、
課
題
を
検
討
し
て
研
究
の
方
法
お
よ
び
視
角
を

提
示
し
て
「
緒
論
」
の
結
び
と
し
た
い
。

註（
1
）　
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
七
十
四
号
、
平
成
二
十
七
年
二
月
。

本
研
究
「
廣
池
千
九
郎
を
め
ぐ
る
神
道
学
的
研
究
緒
論
」
は
〈
一
〉
か
ら

〈
四
〉
ま
で
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
本
稿
は
〈
三
〉
に
あ
た
る
。〈
一
〉
は
、

副
題
に
「
道
徳
に
お
け
る
廣
池
の
位
置
」
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
足
跡

を
残
し
た
廣
池
が
最
終
的
に
は
新
し
い
道
徳
論
を
提
唱
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
学

校
を
造
っ
て
教
育
に
尽
力
し
た
こ
と
を
鑑
み
て
、
在
世
当
時
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、「
道
徳
」
の
世
界
で
廣
池
が
い
か
に
評
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
そ
の
後

継
者
も
含
め
て
検
討
し
た
。〈
二
〉「
研
究
史
前
篇
」
と
〈
三
〉「
同
、
後
篇
」

（
本
稿
）
で
は
、
研
究
史
を
辿
り
、
内
容
の
分
類
を
試
み
て
い
る
。
廣
池
研
究

は
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
の
量
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
研
究
史
が
顧
み

ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
で

は
、
神
道
以
外
の
分
野
も
含
め
て
研
究
史
に
多
く
の
紙
面
を
割
き
、
そ
の
充
実

を
明
ら
か
に
し
、
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

（
2
）　

同
じ
く
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
「
第
二
版
の
自
序
文
」（
昭
和
九
年
）

に
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
「
彼
の
言
葉
に
声
を
傾
け
な
い
で
、
彼
の

為
し
た
業
績
（A

chievem
ents

）
を
検
査
せ
よ
」（
第
二
版
、
二
八
頁
）
を
引

き
、
実
践
を
重
視
す
る
よ
う
注
意
を
与
え
て
い
る
。

（
3
）　

中
田
中
『
思
い
出
の
旅
―
広
池
博
士
に
随
行
し
て
―
』（
広
池
学
園
出
版

部
、
昭
和
三
十
五
年
）、『
心
に
と
も
す
光
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
三
十

七
年
）、『
最
高
道
徳
の
帰
着
点
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
五
十
三
年
）、

『
必
要
な
と
き
に
必
要
な
も
の
が
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
五
十
五
年
）、

『
取
り
違
え
た
最
高
道
徳
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
五
十
八
年
）。
香
川
景

三
郎
『
感
恩
の
情
―
最
高
道
徳
の
生
命
―
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十

年
）、『
ま
こ
と
の
心
―
広
池
博
士
の
思
い
出
―
』（
道
徳
科
学
研
究
所
、
昭
和

四
十
四
年
、
香
川
初
音
と
共
著
）。
松
浦
香
『
不
朽
の
教
え
―
広
池
博
士
の
思

い
出
―
』
上
・
下
（
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
四
十
二
・
三
年
）、『
道
徳
と

経
済
を
ひ
と
つ
に
―
広
池
博
士
の
事
業
指
導
―
』（
道
徳
科
学
研
究
所
、
昭
和

四
十
五
年
）、『
光
は
東
方
よ
り
―
モ
ラ
ロ
ジ
ー
第
二
期
建
設
時
代
―
』（
広
池

学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十
六
年
）、『
広
池
博
士
の
講
義
―
昭
和
七
年
大
阪
第

一
回
講
習
会
に
お
け
る
聴
講
メ
モ
よ
り
―
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十

七
年
）、『
大
い
な
る
慈
悲
心
―
広
池
博
士
に
導
か
れ
て
―
』（
広
池
学
園
出
版

部
、
昭
和
六
十
年
）。
廣
池
千
英
「
父
の
人
間
像
」『
廣
池
千
英
選
集
』
第
二
巻

（
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十
五
年
）。
廣
池
富
『
父 

廣
池
千
九
郎
』（
広
池

学
園
出
版
部
、
昭
和
六
十
一
年
）。
廣
池
千
津
子
『
味
は
愛
、
形
は
敬 

広
池
博

士
と
料
理
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
六
十
三
年
）
等
。
事
跡
研
究
に
関
連

し
て
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
『
廣
池
千
九
郎
語
録
』（
広
池
学
園
事
業
部

刊
、
昭
和
五
十
二
年
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
近
年
も
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

編
刊
『
廣
池
千
九
郎
の
行
迹
77
篇
』（
平
成
十
八
年
）
や
、
同
『
廣
池
千
九
郎

エ
ピ
ソ
ー
ド
』
一
〜
五
（
平
成
二
十
四
〜
七
年
）
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
の
発
生
に
際
し
て
は
、
さ
っ
そ
く
諏
訪
内
敬
司
に
よ
り
災
害
に
関
連

す
る
事
跡
が
『
廣
池
千
九
郎
の
義
援
・
救
援
活
動
』（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、

平
成
二
十
五
年
・
小
冊
子
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）　

の
ち
に
大
澤
俊
夫
『
師
の
心
を
求
め
て
』（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成

十
七
年
）
に
収
録
。

（
5
）　
「
広
池
博
士
が
特
に
〝
潜
在
的
伝
統
〞
を
立
て
た
理
由
に
対
す
る
考
察
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と
、
そ
の
前
後
の
経
緯
」（『
道
徳
科
学
研
究
』
三
十
号
、
昭
和
四
十
四
年
）、

「
廣
池
博
士
の
資
料
の
研
究
―
前
期
東
京
時
代
―
」（『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
八
一

号
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
部
、
平
成
九
年
）、「
廣
池
博
士
の
資
料
の
研
究

―
伊
勢
時
代
―
」（『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
八
二
号
、
同
、
平
成
十
年
）
等
。

（
6
）　
「
前
篇
」
掲
載
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
『
廣
池
千
九
郎
没
後
五
十
年
記

念
論
集　

廣
池
千
九
郎
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
（
広
池
学
園
出
版
部
、
平
成
元
年
）』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
論
文
で
あ
る
。

（
7
）　

井
出
に
は
本
稿
掲
載
の
主
な
論
文
を
ま
と
め
た
『
廣
池
千
九
郎
の
思
想
と

生
涯
』）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
十
年
）
を
は
じ
め
い
く
つ
か
廣
池
に
関

す
る
単
行
本
が
あ
る
（「
前
篇
」
参
照
）。

（
8
）　

下
程
の
指
導
の
下
、
教
育
人
間
学
の
根
本
問
題
に
立
脚
し
、
廣
池
千
九
郎

研
究
に
取
り
組
む
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
立
木
教
夫

「
人
間
学
研
究
事
始
―
二
宮
尊
徳
研
究
会
か
ら
学
ん
だ
こ
と
―
」（『
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
』
二
十
九
号
、
平
成
二
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

栗
原
に
は
著
書
『
経
路 

広
池
博
士
の
救
済
へ
の
願
い
』（
広
池
学
園
出
版

部
、
平
成
元
年
）
も
あ
る
。

（
10
）　

最
高
道
徳
に
つ
い
て
は
昭
和
三
年
刊
行
の
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
に
よ
っ

て
詳
述
し
て
い
る
が
、
五
つ
の
原
理
に
分
け
て
概
説
し
た
の
は
、『
新
科
学
モ

ラ
ロ
ヂ
ー
及
び
最
高
道
徳
の
特
質
』（
昭
和
五
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
。「
自
我

没
却
の
原
理
」「
神
の
原
理
」「
義
務
先
行
の
原
理
」「
伝
統
の
原
理
」「
人
心
開

発
救
済
の
原
理
」
の
五
つ
。

（
11
）　

格
言
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
全
二
巻
の
内
の
二
巻
「
最
高
道
徳
の
大

綱
」
に
大
半
に
あ
た
る
。

（
12
）　

廣
池
は
、
日
本
語
の
「
誠
」
は
英
語
のT

ruth

・Sincerity

・B
enevo-

lence

の
三
語
を
合
わ
せ
た
以
上
の
も
の
と
い
い
、
自
身
が
実
践
し
た
重
要
な

救
済
体
験
を
「
誠
の
体
験
」
と
称
し
た
（『
回
顧
録
』「
回
顧
録
」
第
二
章
、
広

池
学
園
出
版
部
、
平
成
三
年
）。「
誠
の
体
験
」
は
井
出
元
『
人
生
の
転
機
―

廣
池
千
九
郎
の
生
涯
―
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
平
成
七
年
）
の
第
二
章
に
詳

し
い
。

（
13
）　
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
第
十
五
章
「
最
高
道
徳
実
行
の
効
果
に
関
す
る
考

察
」
の
内
容
を
端
的
に
表
し
た
言
葉
で
あ
り
、『
新
科
学
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
及
び
最

高
道
徳
の
特
質
』
に
は
、「
因
果
律
の
原
理
」
の
語
が
み
え
る
。

（
14
）　
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
第
二
版
の
自
序
文
に
は
、「
宇
宙
間
に
産
出
し
て
此

間
に
生
存
す
る
所
の
我
々
人
間
と
し
て
は
、
此
宇
宙
自
然
の
法
則
（law

 of 

nature

）
に
従
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
」（
昭
和
九
年
）
と

あ
り
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
が
廣
池
の
道
徳
論
の
基
底
に
あ
る
。
ま
た
「
モ
ラ
ロ

ヂ
ー
の
実
質
と
内
容
と
を
形
造
つ
て
居
る
所
の
所
謂
最
高
道
徳
は
天
地
自
然
の

大
法
則
の
異
名
で
あ
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
（『
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
教
育
に
関
す
る

基
礎
的
重
要
書
類
』
道
徳
科
学
研
究
所
、
昭
和
十
一
年
、
四
五
頁
）。
な
お
、

こ
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
成
果
と
し
て
欠
端
實
に
は
『
宇
宙
の
心
、
自
然
の
心 

広
池
千
九
郎
に
学
ぶ
生
き
方
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
平
成
七
年
）
が
あ
る
。

ま
た
、
廣
池
は
こ
の
「
自
然
の
法
則
」
の
ほ
か
、
恩
人
の
系
統
を
意
味
す
る

「
伝
統
」
に
対
し
て
、
服
従
す
る
と
い
う
こ
と
を
重
要
な
徳
目
に
位
置
づ
け
て

い
る
。「
服
従
」
に
つ
い
て
は
、
宮
下
和
大
『
恩
恵
と
ど
う
向
き
合
う
か
―
服

従
の
精
神
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
二
十
七
年
・
小
冊

子
）
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
理
解
に
有
用
で
あ
る
。

（
15
）　

水
野
は
こ
の
と
き
す
で
に
、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
は
、
ど
の
よ
う
な
科
学

か
』（
開
発
シ
リ
ー
ズ
⑤
、
広
池
学
園
事
業
部
、
昭
和
四
十
六
年
）
を
著
わ
し

て
い
た
。

（
16
）　

本
書
の
第
二
部
は
、「
広
池
博
士
の
学
問
上
の
業
績
」
と
な
っ
て
お
り
、

昭
和
四
十
一
年
の
廣
池
生
誕
百
年
時
以
来
の
学
問
的
業
績
の
研
究
に
つ
い
て
、

時
代
別
お
よ
び
内
容
別
に
整
理
し
て
い
る
。
内
田
の
『
先
学
の
あ
し
あ
と
』
と
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は
違
う
立
場
か
ら
の
優
れ
た
回
顧
と
分
析
で
あ
る
。

（
17
）　

本
論
文
掲
載
の
『
麗
澤
大
学
紀
要
』（
三
十
九
号
、
昭
和
六
十
年
）
は
、

廣
池
学
園
創
立
五
十
周
年
記
念
特
集
号
で
あ
り
、
ほ
か
に
、
浅
野
栄
一
郎
「
本

学
創
立
期
の
教
育
理
念
と
そ
の
実
際
」
お
よ
び
水
野
治
太
郎
「
草
創
期
の
教
育

理
念
の
今
日
的
意
味
」
な
ど
、
学
園
創
立
期
の
廣
池
の
事
跡
・
教
育
理
念
に
深

く
関
係
す
る
論
文
も
あ
る
。

（
18
）　

第
二
刷
か
ら
『
道
経
一
体
思
想
』
に
改
称
。
さ
ら
に
平
成
六
年
に
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
に
編
纂
し
直
し
た
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
『
廣
池
千
九
郎
著
作
抜
粋

集 

道
徳
経
済
一
体
思
想
』（
広
池
学
園
出
版
部
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

大
野
は
、
近
江
商
人
の
経
営
理
念
を
表
す
「
三
方
よ
し
」
と
い
う
標
語
の

ル
ー
ツ
が
廣
池
に
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
（『「
三
方
よ
し
」
の
由
来
と
そ

の
現
代
的
意
義
』
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
平
成
二
十
五
年
・
小
冊
子
）。「
三
方

よ
し
」
の
研
究
に
は
そ
れ
以
前
に
、
足
立
政
男
に
「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
経
済
学
原
理

の
実
践
的
有
効
性
に
つ
い
て
―
京
都
に
お
け
る
老
舗
の
家
訓
・
店
則
か
ら
見

て
―
」（『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
二
号
、
昭
和
四
十
九
年
）
な
ど
の
研
究
の
蓄

積
が
あ
る
。

（
20
）　

註
（
6
）
に
同
じ
。

（
21
）　

同
。

（
22
）　

廣
池
の
詩
文
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
、
瀬
戸
衛
「
広
池
千
九
郎
博
士
の
麗
沢

館
時
代
の
詩
文
の
研
究
」（『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
四
一
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
が

あ
る
。
瀬
戸
は
『
小
川
含
章
先
生
の
御
偉
業
と
現
代
的
意
義
』（
勝
光
寺
麗
沢

館
顕
彰
碑
除
幕
式
記
念
、
昭
和
五
十
一
年
・
小
冊
子
）
な
ど
小
川
研
究
も
手
掛

け
て
い
た
。
も
う
一
点
、「
広
池
博
士
の
考
証
学
に
関
す
る
研
究
」『
道
徳
科
学

研
究
』
三
十
七
号
、
昭
和
四
十
三
年
も
評
価
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。

（
23
）　

川
窪
に
よ
る
比
較
研
究
の
着
手
は
早
く
、「
イ
ン
ド
古
代
思
想
史
に
お
け

る
原
始
仏
教
成
立
の
意
義
お
よ
び
釈
尊
と
広
池
千
九
郎
博
士
の
本
体
に
対
す
る

考
え
方
の
比
較
研
究
」『
道
徳
科
学
研
究
』
三
号
、
昭
和
三
十
八
年
な
ど
も
あ

る
。

（
24
）　

大
澤
俊
夫
「
広
池
博
士
の
人
と
業
績
」『
社
会
教
育
資
料
』
五
十
三
号
、

昭
和
四
十
三
年
、
一
〇
八
〜
一
一
〇
頁
。
の
ち
に
、
同
『
青
年
教
師 

広
池
千

九
郎
』
広
池
学
園
出
版
部
、
昭
和
五
十
七
年
、
一
一
二
〜
一
一
五
頁
収
録
。

（
25
）　
『
広
池
千
九
郎
博
士
事
蹟
研
究
会 

研
究
資
料
』
1
〜
7
は
、
時
代
を
七
つ

に
区
分
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
途
中
、「
伊
勢
・
奈
良
時
代
」「
奈

良
・
東
京
時
代
」
と
い
う
分
け
方
に
な
っ
て
い
る
。

（
26
）　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
編
刊
『
写
真
に
見
る
廣
池
千
九
郎
の
生
涯
』（
平
成

十
四
年
）
は
こ
れ
を
踏
襲
。

（
27
）　

廣
池
千
九
郎
記
念
館
は
、
開
館
当
初
は
編
年
体
の
み
の
展
示
だ
っ
た
が
、

平
成
十
五
年
に
同
敷
地
内
に
新
築
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
際
に
改
め
ら
れ
た
。
一

階
が
「
廣
池
千
九
郎
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」
で
こ
の
よ
う
な
展
示
に
な
っ
て
い
る
。

地
階
は
「
廣
池
千
九
郎
の
生
涯
」
で
あ
り
、
編
年
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
28
）　
『
伝
記 

廣
池
千
九
郎
』
や
内
田
説
の
よ
う
に
時
代
ご
と
に
区
切
る
方
法

と
、『
人 

廣
池
千
九
郎
』
や
記
念
館
の
展
示
の
よ
う
に
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
す

る
方
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
点
を
補
う
た
め
、
平
成
十
六
年
四
月
開
設
の
「
廣
池

千
九
郎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://w

w
w

.hiroike-chikuro.jp

」
で
は
、
一
つ
の

画
面
か
ら
「
年
代
」
八
項
目
、「
テ
ー
マ
」
八
項
目
い
ず
れ
を
も
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
断
絶
が
起
き
な
い
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

（
キ
ー
ワ
ー
ド
：
廣
池
千
九
郎
、
研
究
史
、
神
道
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）
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